
LESSON 05

第05回 情報プレゼンテーション演習

難しい主張を、届く形にする

5つのジレンマを調査し、30分のプレゼンテーションへ

山梨大学 教育学部 稲垣 俊介



OVERVIEW 01 説明
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第1⽇から持ち込む4つの視点
制作中も、常にこの4つへ戻る

共通の評価軸

① 意図と受け取り 何を伝え、何が届く
か

② 自分の行動 声・間・視線・語尾

③ 媒体 何を話し、見せ、残すか

④ アクセシビリティ 最後列・小画面・色・

音声

⑤ 内容の正しさだけでなく、届き方を検
証する

⑥ 他者の反応を、次の変更へ使う



CHECKPOINT 01 説明
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第2⽇の成果物
班で30分の主張プレゼンテーションを完成させる

提出物

① 個人担当スライドPPTX

② 班統合PPTX

③ 出典一覧

④ 生成AI利用記録

正式発表は明日。今日は調査・制作・統合・技術確認まで行います。



SCHEDULE 説明
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第2⽇の時程
全体講座の時刻だけは、必ず席へ戻ってください

時刻 内容 形態

9:00-10:10 第5回 説明・カード抽選・争点整理 全体＋班

10:10-10:25 第6回 主張・根拠・情報源・AI 全体講座

10:25-13:10 調査・構成・昼休み 自由制作

13:10-13:25 第7回 声・間・役割交代 全体講座

14:10-14:25 第8回 書体・文章・視覚階層 全体講座

15:10-15:25 第9回 図解・図表・出典 全体講座

16:10-16:25 第10回 レイアウト・配色・アクセシビリティ 全体講座

16:25-17:30 統合・提出・技術確認 自由制作

全体講座後は、フォームEへ短く記録してから制作へ戻ります。



FLOW 説明
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ジレンマをプレゼンへ変える

STEP 1

引き受ける

指定された主張を理解する

STEP 2

調べて設計

根拠・反対意見・条件を整理

STEP 3

届く形へ

声・図解・デザインを統合

担当主張は役割です。個人的な信念と同じでなくて構いません。



CHECKPOINT 02 抽選
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カード抽選のルール
A4片面カード10枚

ルール

① 各班が1枚だけ引く

② 引くまではテーマも主張も分からない

③ 引いた後も他班へ見せない

④ 同じテーマの相手班は明日まで非公開

カードにはA・B両方の主張が書かれています。
自班の担当だけが最下部に示されます。



CONTRAST 説明
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個⼈判断の後、班で⽐べること
最初から「担当主張を守る」議論にはしない

自分の判断

① A/Bどちらに近いか

② その理由

③ 担当主張の強い理由

④ 相手側の強い理由

班で準備すること

① 相手から来そうな厳しい反論

② その反論への現時点の回答

③ 両側が守る価値

④ 議論しても残る条件・限界



ROLE 制作
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最初は、役割を決めません
PowerPointを開く前に、主張を固める

段階 一人で／班で 行うこと

1 一人で 自分の判断と理由を書く

2 一人で 相手側の最も強い理由を書く

3 班で 理由・反論・応答を持ち寄る

4 班で 中心主張と条件・限界を仮決定

役割分担と担当スライドは、第7回「声と役割」の全体講座で初めて決めます。



STRUCTURE 制作
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30分プレゼンの⾻格

10-14枚＋出典付録

問い・状況

何を決めるのか
誰が影響を受け

るか

→

主張・根拠

自班の結論
一次資料・
データ

→

相手の理由

最も強い
反対理由

公平に説明する

→

条件・限界

どの条件なら
成立

何は言えないか

→

最終判断

聴衆へ
何を判断して
ほしいか

一方的な主張ではなく、反対側の強い理由と条件まで含めます。



FORM フォーム
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フォームE：第2⽇開始

E05-I01 第1日の4視点のうち、今日最も意識したいものを選んでください。

E05-I02 今日の制作で、自分のプレゼンテーションについて改善したいことを

書いてください。

回答後もテーマ一覧は表示しません。カード抽選まで待ちます。



WORK 01 抽選
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カードを引き、班で静かに読みます
他班へテーマ・担当主張を知らせない

最初の10分

① 共通状況を読む

② 主張A・Bを両方読む

③ 両側が守る価値を確認する

④ 担当主張を確認する

この時点ではスライドを作らず、調べるべき問いを出します。



FORM フォーム
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フォームE：カード抽選後①

E05-I03 引いたカードコードを選んでください。

E05-I04 個人的には、主張Aと主張Bのどちらに近いですか。1～

7で回答してください。

班で相談する前に、一人で回答します。



FORM フォーム
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フォームE：カード抽選後②

E05-I05～I07 自分の判断理由、担当側の最も強い理由、相手側の最

も強い理由を書いてください。

E05-I08～I09 相手側から予想される最も厳しい反論・質問と、現時点の

回答を書いてください。

ここまで書いてから、初めて班で話し合います。



FORM フォーム
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フォームF：カード抽選登録

F05-G01 カードコードを登録してください。

F05-G02 班員氏名を登録してください。

役割はまだ登録しません。班代表者が1回だけ回答します。



STUDIO 自由制作
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⾃由制作1
まだPowerPointを開かないでください
次の全体講座は10:10

班で行うこと

① 各自の判断理由を共有する

② 担当側の強い理由を集める

③ 相手側の最も強い理由を確認する

④ 予想される反論と応答を検討する

中心主張・条件・限界の仮案ができるまで、スライド制作には入りません。


